（Ｈ26年11月）

· 11月23日は何の日かご存知ですか？
唐突な質問ですが、当然のことながら120％「勤労感謝の日」という答えが返ってくることと思います。もちろん正解ですが、もう一つ「ワーク・ライフ・バランスの日」でもあることをこの機会に覚えておいてください。勤労感謝の日は、ご存知のとおり「勤労を尊び、生産を祝い、国民が互いに感謝し合う日」として昭和23年に制定された国民の祝日です。当時は戦後復興、国力増強の旗印のもと、馬車馬のように働くことが当たり前の時代でした。その結果、日本は世界でも類まれなる経済成長を遂げ、経済大国として現在の地位を築き上げたわけですが、戦後70年近くを経た今、確実に転換期を迎えています。つまり、地球環境、社会環境、人間の体内環境など、すべて絶妙なバランスの上に成り立っているように、労働環境においても生活とのバランスが必要不可欠です。なぜなら、日常生活での精神的な安定や余裕が、仕事に好影響を与えることが分かっているからです。
この「ワーク・ライフ・バランスの日」は、2006年8月に次世代のための民間運動として立ち上がった「ワーク・ライフ・バランス推進会議」が提唱し、日本記念日協会に正式登録された記念日です。推進会議では他にも2007年から毎年、企業、自治体、労働組合など各界でのワーク・ライフ・バランスの普及、啓発を図ることを目的に、「ワーク・ライフ・バランス大賞」の表彰を行っています。以下に、今年の受賞企業の取り組みの一部をご紹介します。
☆大賞
· 聖隷三方原病院（静岡県浜松市：1942年設立、福祉・医療業、従業員2,174名）
・看護職員からメンバーを公募して“かえるプロジェクト”を始動させ、「定時で帰れない風土や過多な業務の改善」「低い制度認知度の改善」に取り組んだ。
・看護業務の見直しを行うと同時に他の職種との役割分担を進め、また、一部の業務をアウトソーシングすることで休憩時間の確保並びに残業の減少につなげた。
・育児短時間勤務等の制度利用者が多くなり、夕方の時間帯が業務過多となったため、自発的に「育児短時間制度利用者と準夜勤務者のつなぎ目を考える会」が発足し、業務の見直し・改善につなげた。また、それを通じて「お互い様」と支え合える職場風土を創った。
・認定看護師、専門看護師教育課程を受講するための休職並びに奨学金制度を新設し、利用促進を図るとともに、夜勤専門看護師制度も新設し、手当を手厚くすることで妊娠や育児等で夜勤回数を少なくしたい職員との協働を図った。
☆優秀賞

· 拓新産業株式会社（福岡県福岡市：1977年設立、建設機材レンタル業、従業員70名）
・経営計画の策定に社員を参加させて当事者意識を持たせると同時に、社員からの改善提案は可能な限り積極的に取り入れることとした。
・2～3年毎に配置換えを行い、ひとりが複数の職務をこなせるようにした。
・「残業なし、休日出勤なし」の実現のため、顧客との事前打ち合わせを徹底させると同時に、顧客に対して繰り返し繰り返し「協力のお願い」をした。
・顧客サービスのため、年間ローテーションにより社員全員（子育て中の女性を除く）が月1回土曜出勤（その週は水曜日が振替休日）することとした。
2007年に政府、地方公共団体、経済界、労働界の合意により「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」が策定されてから7年。どうやらその定着の鍵は、①「ずっと働きたい会社」として従業員に選ばれる会社になること、②多様な働き方に対応できる制度があるだけでなく、利用しやすい環境を整えること、③多少顧客に迷惑がかかっても顧客からも選ばれる会社になること、にあるようです。（工藤克己）
